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申告の締切は令和 7 年 1 月 31 日（金）です。 

締切日までに提出をお願いいたします！！ 

令和 7 年度  

償却資産（固定資産税）申告の手引き 

※ 家屋に該当するものを申告していませんか？（p.7） 

➢ 自己所有の家屋の改修などは、固定資産税の償却資産の対象ではありません。 

（例）トイレの改修工事 家屋の電気工事 ビルドイン形式の空調設備 などは対象外  

※ 自動車に該当するものを申告していませんか？(p.4) 

➢ 自動車税・軽自動車税の対象になるものは、固定資産税の償却資産の対象ではありません。

（例）トラクターやフォークリフトなどの小型特殊自動車 トラック などは対象外 

※ 無形資産を申告していませんか？ 

➢ ソフトウェアなどの無形資産は、固定資産税の償却資産の対象ではありません。 

（例）株券 特許 商標 会計ソフトウェア などは対象外 

！ 

 

 

提出・お問い合わせ先 

〒758-8555 山口県萩市大字江向 510 番地 

萩市役所 課税課 固定資産税係 償却資産担当（郵送可）

※ 各総合事務所・支所・出張所でも受け付けています。 

電話 0838-25-3485（直通） 

 
萩市 償却資産      検索 

http://www.city.hagi.lg.jp/soshiki/29/h29446.html 



2 

 

1. 償却資産の申告について 

① 申告していただく方 

 個人や法人で事業を行っている方です。（工場や商店を営んでいる方、駐車場やアパートを貸してい

る方など） 

 また、申告書が送られてきた方で償却資産を所有していない方、廃業等により萩市内の償却資産が

なくなった方も、備考欄に必要事項をご記入のうえ、ご提出くださいますようお願いいたします。 

② 申告していただく資産 

 令和 7 年 1 月 1 日現在において萩市内にある事業用資産（誰かに貸しているものも含む）について

申告してください。 

 次のような資産も、申告の必要があります。 

⚫ 償却済み資産（減価償却は終わっているが、現在も事業で使用している資産） 

⚫ 遊休資産（稼動を休止しているが、今後も使用可能な資産） 

⚫ 未稼働資産（既に完成しているが、まだ稼動していない資産） 

⚫ 資本的支出としての改良費（新たな資産の取得として、本体とは別に取り扱います） 

 中古の資産を取得された場合は、耐用年数が短くなる場合があります。種類別明細書の摘要欄に、

中古である旨と、新品時からの経過年数を記入してください。 

③ 少額資産の申告について 

 申告しなくてもよい資産 

⚫ 使用期間が１年未満、または取得価額が 10 万円未満の資産で、一時損金として算入したもの 

⚫ 取得価額が 20 万円未満の資産で、3 年間で一括償却したもの 

 申告しなければならない資産 

⚫ 租税特別措置法による中小企業者等の少額資産特例を適用している資産 

⚫ 個別に減価償却している資産。 

 

 

 

 

 

 

 

 

申告対象○ 申告対象外×   

１０万円未満
１０万円以上

２０万円未満
２０万円以上 ３０万円以上

個別償却 ○ ○ ○ ○

一時損金算入 ×

３年間一括償却 × ×

中小企業特例 ○ ○ ○

取得価格

償却方法
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④ 申告方法 

 申告書に、個人番号または法人番号（記載例：8P）、青色申告の有無、店舗など事業所用の家屋の

所有区分など、記載例を参考にしてご記入ください。 

 同封の種類別明細書（令和 6 年１月１日時点の資産が記載されています）と令和 7 年１月１日現

在所有されている資産を比較して、資産の増減を確認してください。 

 新しく取得した資産や、申告していなかった資産があった場合は、緑色の用紙（増加・全資産

用）に、資産の名称・取得年月・取得価格などをご記入ください。 

 減少した資産があった場合は、赤色の用紙（減少用）に、資産の名称・価格・減少した理由など

をご記入ください。 

 解散・休業・廃業の場合は、申告書の備考欄にその旨と時期をご記入ください。また、赤色の用

紙（減少用）に各資産ごとの減少理由をご記入ください。（廃業・売却など） 

 

 償却資産申告書 種類別明細書 緑 
（増加・全資産用） 

種類別明細書 赤 

（減少用） 

令和 7 年度に初めて申告 

をされる方 
○ 

萩市内に所有している

全ての償却資産を申告

してください 
× 

前年度（令和 6 年度）に

申告をされた方 

（資産の増減あり） 
○ 

令和 6 年 1 月 2 日～令

和 7 年 1 月 1 日の間に

取得した資産を 

申告してください 

令和 7 年 1 月 1 日以前に 

減少した資産を 

申告してください 

前年度（令和 6 年度）に

申告をされた方 

（資産の増減なし） 

備考欄に「異動無し」と 

ご記入ください × × 

申告するべき資産が 

ない方 

備考欄に「異動無し」と 

ご記入ください × × 

解散・休業・廃業を 

される方 

備考欄に理由（解散・廃業

等）と時期をご記入ください × 
各資産ごとに減少の理由 

等をご記入ください 

 

※ リースされている資産がある場合は、「リース資産調書」に資産名、リース契約先、期間等を 

記入してください。 

※ リース資産で、リース期間満了後に無償譲渡される契約の場合は、リース資産には該当しない 

ため、買主又は借主の方が申告してください。 
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2 

耐用年数に対応する減価率 

2. 固定資産税（償却資産の課税）について 

 

① 評価額の計算方法 

 前年中に取得された資産 

 取得価格  ×（１－             ）＝  評価額  

 前年より前に取得された資産 

 前年度の評価額  × (1－耐用年数に対応する減価率)＝  評価額  

② 税額の計算方法  

  課税標準額の合計  × 1.4%=  税額  

※ 課税標準額は、基本的に評価額と同じ額です。 

 （課税標準の特例などが適用される場合は、適用後の額が課税標準額になります。） 

③ 免税点について 

 同一人（同一法人）が所有する償却資産の課税標準額の合計が１５０万円未満である場合は、課

税されません。 

 ※ただし、免税点未満でも、申告はしていただく必要があります。 

3. 大型特殊自動車について 

 大型特殊自動車は償却資産に該当します。次に挙げる要件のうち、どれかひとつでも該当すれば大型特

殊自動車になります。 

 該当しない場合は小型特殊自動車になり、軽自動車税の対象になります。公道を走らない場合でも、所

有していれば課税対象になりますので、ナンバープレートをつけてください。 

① 農作業用自動車 

（1） 最高速度が 35km/h 以上のもの 

② 農作業用自動車以外 

（1） 最高速度が 15km/h を越えるもの 

（2） 自動車の長さが 4.7ｍを越えるもの 

（3） 自動車の幅が 1.7ｍを越えるもの 

（4） 自動車の高さが 2.8ｍを越えるもの 
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4. 償却資産の主な種類 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土地に定着しない簡易な建物

または、壁などで外界と遮断

されていない建物

プレハブの簡易事務所、物置、テント倉庫、

農業用のビニールハウス、カーポート、

自転車置き場、ゴミ置き場など

土地に定着した土木設備

広告塔、門、外灯、外構工事、擁壁、煙突、

構内舗装（駐車場のアスファルト舗装も含

む）、庭園、緑化施設など

建物附属設備

生産や業務用に使用する設備

（受電・変電設備、ボイラー、エアー管、

動力配線、厨房設備などの建物から独立した

設備）など

建物の所有者ではない者

（テナント）が施工した

内装工事や造作など

店舗内の造作設備、証明設備、給排水設備、

ガス設備、空調設備など

2
機械及び

装置

3 船舶

4 航空機

5
車輌及び

運搬器具

6
工具、器具

及び備品

漁船、貨物船、客船、遊覧船、ボートなど

飛行機　ヘリコプター、グライダー　など

フォークリフトなどの大型特殊自動車、自転車、手押し車、トロッコなど

（自動車税、軽自動車税の課税対象になるものは申告不要です）

※次に挙げる要件にひとつでも該当する場合は、大型特殊自動車になります。

　1.農耕作業用自動車

　　最高速度35km/h 以上のもの

　2.農耕作業用自動車以外のもの

　　（1）最高速度15km/h を越えるもの

　　（2）自動車の長さが4.7ｍを越えるもの

　　（3）自動車の幅が1.7ｍを越えるもの

　　（4）自動車の高さが2.8ｍを越えるもの

事務机、事務椅子、陳列棚、テレビ、ルームエアコン、金庫、コンピュー

ター、ＦＡＸ、コピー機、医療機器、レジスター、自動販売機、じゅうたん、

観賞用植物、魚網、漁具、空撮専用ドローンなど

種類 主な償却資産

構築物1

金属加工設備、食品製造機械、ベルトコンベア、発電機、ドローン、

厨房設備(オーブンなど)、洗濯設備、乾燥機、パワーショベルなどの自走機

械、ガソリンスタンド設備、駐車場機械装置、太陽光発電設備など
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5. 業種ごとの主な償却資産 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業種など 主な償却資産

各業種共通

門、擁壁、簡易間仕切、駐車場などの舗装路面、駐車場設備、広告看

板、ネオンサイン、テレビ、冷蔵庫、ルームエアコン、コピー機、コン

ピューター、ＬＡＮ設備、サーバーなど

事務所 タイムレコーダー、事務机、事務椅子、キャビネットなど

飲食業 食卓、椅子、厨房用品、券売機など

小売業

食肉鮮魚販売業

冷凍機、肉切断機、挽肉機、陳列棚、商品陳列ケース、ＰＯＳシステ

ム・レジスター、店舗内装（借家の場合）

製パン、製菓業 窯、オーブン、あん練機、厨房設備、ビニール包装設備など

理・美容業 理・美容椅子、洗面設備、消毒設備、パーマ器、サインポールなど

クリーニング業

コインランドリー
洗濯機、脱水機、乾燥機、プレス機、給排水設備など

パチンコ店 パチンコ台、パチスロ台、玉計数機、島設備、両替機など

自動車修理業 旋盤、プレス、圧縮機、測定工具、検査工具、塗装ブースなど

工場 旋盤、ボール盤、プレス機、看板、金型、溶接機、貯水設備など

病院・診療所
各種医療器具（ベッド、レントゲン機器、調剤機器、心電図、

ＣＴスキャン、歯科ユニット）、待合室の椅子など

旅館・ホテル・浴場 音響機器、洗濯設備、ボイラー、放送設備、温泉設備など

不動産貸付業

（アパート経営）

屋外給排水、フェンス、浄化槽、自転車置き場、駐車場外灯、

花壇・植栽、防犯カメラなど

駐車場業 柵、外灯、駐車場装置（機械設備、ターンテーブルなど）

建設業 ブルドーザー、パワーショベル、コンクリートカッターなど

農業
ビニールハウス、脱穀機、バインダー、噴霧器、電気柵、トラクター

（大型特殊自動車）など
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6. 家屋と償却資産の区分について 
家屋の内装・造作・付属設備には、償却資産に該当する場合と家屋に該当する場合があります。家屋に該

当するものは、償却資産の課税対象にならないため、申告の必要はありませんのでご注意ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7. 家屋の所有者以外（テナント）が取り付けた設備について 

 賃借人（テナント）など、家屋の所有者以外が取り付けた家屋の内装・造作・附属設備は、上記区分表

で家屋に該当するものでも、すべて償却資産として取り扱います。 

 賃借人（テナント）などが取り付けた、内装・造作・附属設備などの事業用の資産は、賃借人（テナン

ト）などが、自身の償却資産として申告してください。 

償却資産に該当するもの 家屋に該当するもの

電気設備

照明設備（屋外の照明器具、ネオンサイン、

スポットライト、電球・蛍光管など）

受変電設備

動力配線設備（特定の生産または業務用の動力配線）

予備電源装置（発電機、蓄電池など）

太陽光パネル（屋根材と一体化していないもの）

その他屋外の電気設備　など

屋内の照明設備

コンセント配線などの屋内配線

太陽光パネル（屋根材と一体化して

いるもの）など

ガス設備
特定の生産または業務用のガス設備、

屋外のガス設備　など
屋内配管　など

給排水設備
特定の生産または業務用の給排水設備、

屋外の給排水設備、浄化槽　など
屋内の給排水設備など

衛生設備
鏡、ベビーシート、ベビーチェア、着せ替え台、

温水洗浄便座（容易に取り外せるもの）　など

屋内の器具

（大便器、小便器、洗面器、流しなど）

システムキッチン、洗面化粧台、

温水洗浄便座（便器一体型のもの）

し尿浄化槽　など

空調設備 ルームエアコン　など
家屋と構造上一体になっている空調

（ビルドイン方式）　など

防災設備 消火器、屋外の消火栓、屋外貯水槽　など 消火栓、火災報知機　など

運搬設備 天井走行クレーン、ベルトコンベアー　など
家屋と構造上一体になっている

エレベーター・エスカレーター　など

店舗及び事業

用の造作設備

その他の事業

用附属設備

造り付けでない装飾・家具・カウンター、

簡易間仕切り、衝立　など

左記以外の家屋と構造上一体となって

いる設備
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8. 償却資産申告書の記入例 
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有
 ･

 無

定
率

法
 ・

 定
額

法

　 　 第 二 十 六 号 様 式

資
産

の
種

類

②
1

　
1
　

住
　

所

（
又

は
納

税
通

　
 知

書
送

達
先

）

有
 ･

 無

構
築

物

①
町

村
内

に

1
1
,4

3
0,

0
0
0

７
 　

税
理

士
等

の

 　
　

氏
名

山
田

 太
郎

取
　

　
　

　
　

　
　

　
　

得
　

　
　

　
　

　
　

　
　

価
　

　
　

　
　

　
　

　
　

額

１
４

　
青

　
色

　
申

　
告

　

５
　

事
業

開
始

年
月

４
　

　
事

業
種

目

鈴
木

 宏

（
電

話
 0

8
3
8
-
*
*
-
*
*
*
*
）

　
山

口
県

萩
市

長
　

田
中

　
文

夫
　

様

令
和

　
　

　
　

年
　

　
　

月
　

　
　

日
受

付
印

所
等

資
産

の

所
在

地

1
0
,0

0
1,

0
0
0

2
2
,6

3
0,

9
0
0

1
,8

0
1,

0
0
0

1
,2

2
7,

9
0
0

１
６

　
借

用
資

産

8
,6

2
7,

8
0
0

1
,2

2
7,

9
0
0

所 　 　 有 　 　 者

３
　

個
人

番
号

又
は

  
　

法
人

番
号

（
ふ

り
が

な
）

構
築

物

機
械

及
び

装
置

6 21

工
具

、
器

具

及
び

備
品

船
　

舶

機
械

及
び

装
置

8
,6

2
7,

8
0
0

2
,5

7
3,

1
0
0

　
　

　
課

　
税

　
標

　
準

　
額

　
　

　
(ﾄ

）

有
 ･

 無

（
電

話
　

0
8
3
8
-
*
*
-
*
*
*
*
）

6
 こ

の
申

告
に

応
答

　
す

る
者

の
係

及
び

　
氏

名

昭
和

　
6
1
　

年
　

7
　

月

１
２

　
特

別
償

却
又

は
圧

縮
記

帳

１
３

　
税

務
会

計
上

の
償

却
方

法

3
,2

3
0,

0
0
0

（
法

人
に

あ
っ

て
は

そ
の

名
称

及
び

代
表

者
の

氏

名
）

8
,2

0
0,

0
0
0

税
理

士
ま

た
は

税
理

士
法

人
が

税
務

代
理

を
す

る
場

合
に

は
、

税
務

代
理

権
限

証
書

を
ご

提
出

く
だ

さ
い

。

太
枠

で
囲

ま
れ

た
各

項
目

～
の

内
容

を
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

１
３

２

4 5 76

8

9

1
0

1
1

1
2

１
1

3
個

人
の

場
合

は
1
2
桁

の
マ

イ
ナ

ン
バ

ー
（

個
人

番
号

）
を

、

法
人

の
場

合
は

1
3
桁

の
法

人
番

号
を

ご
記

入
く

だ
さ

い
。

８
が

有
の

場
合

は
、

国
税

局
長

の
承

認
通

知
書

の

写
し

を
ご

提
出

く
だ

さ
い

。

９
が

有
の

場
合

は
、

税
務

署
長

へ
の

届
出

書
の

写
し

を
ご

提
出

く
だ

さ
い

。

リ
ー

ス
資

産
が

あ
る

場
合

は
、

別
紙

リ
ー

ス
調

書
に

ご
記

入

を
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

萩
市

内
の

事
業

所
の

所
在

地
を

ご
記

入
く

だ
さ

い
。

複
数

あ
る

場
合

は
、

そ
れ

ぞ
れ

ご
記

入
く

だ
さ

い
。

1
3

※
下

記
に

該
当

す
る

場
合

は
必

ず
ご

記
入

く
だ

さ
い

⚫
前

年
中

に
資

産
の

異
動

が
な

い
場

合
は

、
「

異
動

無
し

」
と

ご
記

入
く

だ
さ

い

⚫
初

め
て

申
告

さ
れ

る
方

で
、

償
却

資
産

に
該

当
す

る
資

産
が

な
い

場
合

は
、

「
該

当
資

産
な

し
」

と

ご
記

入
く

だ
さ

い
。

⚫
廃

業
・

休
業

・
解

散
の

場
合

は
、

そ
の

旨
と

原
因

と
な

っ
た

日
付

を
ご

記
入

く
だ

さ
い

。

⚫
前

年
中

に
所

有
者

の
住

所
・

氏
名

・
名

称
の

異
動

が
あ

っ
た

場
合

は
、

異
動

年
月

日
と

旧
住

所
・

旧

名
称

な
ど

を
ご

記
入

く
だ

さ
い

⚫
納

税
管

理
人

を
定

め
て

い
る

場
合

は
、

納
税

管
理

人
の

住
所

・
氏

名
を

ご
記

入
く

だ
さ

い
。

⚫
添

付
書

類
が

あ
る

場
合

は
そ

の
旨

を
ご

記
入

く
だ

さ
い

。
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9. 種類別明細書（増加資産・全資産用）記入例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令
和

7
年

度
　

種
類

別
明

細
書

（
増

加
資

産
・
全

資
産

用
）
　

年 号
十

億
百

万
千

円
十

億
百

万
千

円
十

億
百

万
千

円

1
駐

車
場

舗
装

1
5

6
7

7
0
0
0

0
0
0

1
5

6
冷

蔵
庫

1
5

6
7

3
5
0

0
0
0

6

1
店

舗
改

装
費

1
5

6
5

1
2
0
0

0
0
0

2
2

6
陳

列
棚

（
中

古
）

1
5

6
5

4
5
0

0
0
0

3

6
エ

ア
コ

ン
1

4
3

1
3

3
2
6

0
0
0

6

6
パ

ソ
コ

ン
2

4
3

1
1

5
8
7

0
0
0

4

注
意

  
「
増

加
事

由
」
の

欄
は

、
１

新
品

取
得

、
２

中
古

品
取

得
、

３
移

動
に

よ
る

受
入

れ
、

４
そ

の
他

の
い

ず
れ

か
に

○
印

を
付

け
て

く
だ

さ
い

。

所
　

有
　

者
　

コ
　

－
　

ド
所

　
有

　
者

　
名

１
  
枚

の
う

ち
第 二 十 六 号 様 式 別 表 一

記
載

例
萩

野
食

品
（
株

）
１

  
枚

　
　

目

行 番 号

資 産 の 種 類

減 価 残 存 率

価
　

　
額

課
税

標
準

の
特

例
課

税
標

準
額

増 加 事 由

摘
　

要
率

コ
－

ド

資
産

コ
－

ド
資

　
産

　
の

　
名

　
称

　
等

数 　 量

取
得

年
月

取
得

価
額

耐 用 年 数
年

月

03
0
．

１
・
２

３
・
４

04
0
．

１
・
２

３
・
４

01
0
．

１
・
２

３
・
４

申
告

も
れ

02
0
．

１
・
２

３
・
４

●
●

市
よ

り

移
転

07
0
．

１
・
２

３
・
４

萩
市

三
見

萩

リ
ー

ス
㈱

よ
り

08
0
．

１
・
２

３
・
４

購
入

05
0
．

１
・
２

３
・
４

06
0
．

１
・
２

３
・
４

所
有

権
留

保

付
割

賦
販

売

11
0
．

１
・
２

３
・
４

12
0
．

１
・
２

３
・
４

09
0
．

１
・
２

３
・
４

10
0
．

１
・
２

３
・
４

15
0
．

１
・
２

３
・
４

16
0
．

１
・
２

３
・
４

13
0
．

１
・
２

３
・
４

14
0
．

１
・
２

３
・
４

小
　

計

17
0
．

１
・
２

３
・
４

18
0
．

１
・
２

３
・
４

〔
資

産
の

種
類

〕

以
下

の
数

字
で

記
入

し
て

く
だ

さ
い

１
＝

構
築

物

２
＝

機
械

及
び

装
置

３
＝

船
舶

４
＝

航
空

機

５
＝

車
両

及
び

運
搬

具

６
＝

工
具

、
器

具
及

び
備

品

〔
取

得
価

格
〕

資
産

を
取

得
す

る
た

め
に

直
接

支
出

し
た

金
額

（
税

込
）

だ
け

で
な

く
、

当
該

資
産

を
事

業
の

用
に

供
す

る
た

め
に

要
し

た
費

用
（

設
置

工
事

費
、

関
税

、
据

付
手

数
料

、

送
料

な
ど

の
諸

経
費

）
も

含
ま

れ
ま

す
。

ま
た

、
圧

縮
記

帳
は

、
償

却
資

産
の

評
価

上
認

め
ら

れ

て
い

ま
せ

ん
。

〔
耐

用
年

数
〕

減
価

償
却

資
産

の
耐

用
年

数
等

に
関

す
る

省
令

別
表

第
１

か
ら

第
９

ま
で

（
別

表
第

３
及

び
第

４

を
除

く
）

に
掲

げ
る

耐
用

年
数

を
記

載
し

て
下

さ

い
。 な

お
、

中
古

資
産

に
つ

い
て

、
見

積
耐

用
年

数

に
よ

っ
て

い
る

場
合

は
そ

の
耐

用
年

数
を

、
国

税

局
長

の
承

認
を

得
て

短
縮

耐
用

年
数

に
よ

っ
て

い

る
場

合
は

そ
の

耐
用

年
数

を
記

載
し

て
下

さ
い

。

〔
取

得
年

月
〕

３
＝

昭
和

４
＝

平
成

５
＝

令
和

（
例

）
令

和
6
年

7
月

の
場

合
は

「
5
0
6
0
7
」

と
な

り
ま

す
。

２
３

４

５

６
７

１

８

～
に

つ
い

て
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

１
８

〔
増

加
事

由
〕

１
＝

新
品

取
得

２
＝

中
古

品
取

得

３
＝

移
動

に
よ

る
受

入
れ

４
＝

そ
の

他

・
贈

与
等

に
よ

っ
て

取
得

し
た

場
合

・
割

賦
販

売
に

よ
っ

て
取

得
し

た
資

産
で

、

そ
の

所
有

権
が

売
主

に
留

保
さ

れ
て

い

る
よ

う
な

場
合

・
上

記
１

～
３

に
あ

て
は

ま
ら

な
い

と
き

〔
摘

要
〕

申
告

も
れ

が
あ

っ
た

場

合
や

、
特

例
の

対
象

に

な
っ

て
い

る
場

合
、

そ

の
他

特
記

す
べ

き
事

項

が
あ

る
場

合
に

ご
記

入

く
だ

さ
い

。
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10. 種類別明細書（減少用）記入例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令
和

7
年

度

萩
野

食
品

（
株

）

年 号

１
売

却
　

2
滅

失

3
移

動
　

４
そ

の
他

十
億

百
万

千
円

エ
ア

コ
ン

1
4

1
2

1
0

5
5
0

0
0
0

6

パ
ソ

コ
ン

1
4

2
6

0
9

1
4
2

4
0
0

6

冷
蔵

シ
ョ
ー

ケ
ー

ス
3

3
6

2
0

7
5
3
5

5
0
0

6

種
類

別
明

細
書

（
減

少
資

産
用

）
　

所
　

有
　

者
　

コ
　

－
　

ド
所

　
有

　
者

　
名

1
 枚

の
う

ち
第 二 十 六 号 様 式 別 表 二

記
載

例
１

 枚
　

　
目

行 番 号

資 産 の 種 類

抹
消

コ
－

ド

減
少

の
事

由
及

び
区

分

摘
　

　
　

　
　

要
年

月
１

全
部

2
一

部

01
6

1　
・　

2
　
・

　
3　

・
　
4

1
　
・　

2
平

成
3
0
年

3
月

 宇
部

支
店

へ

資
　

産
　

の
　

名
　

称
　

等
数 　 量

取
得

年
月

取
得

価
額

耐 用 年 数

申 告 年 度

02
6

1　
・　

2
　
・

　
3　

・
　
4

1
　
・　

2

03
6

1　
・　

2
　
・

　
3　

・
　
4

1
　
・　

2
平

成
3
0
年

 当
初

取
得

価
額

8
9
2
，

5
0
0
円

（
数

量
５

）
の

う
ち

5
3
5
，

5
0
0
円

（
数

量
３

）
分

04
1　

・　
2

　
・

　
3　

・
　
4

1
　
・　

2
減

少
。

萩
食

品
（
株

）
へ

05
1　

・　
2

　
・

　
3　

・
　
4

1
　
・　

2

06
1　

・　
2

　
・

　
3　

・
　
4

1
　
・　

2

07
1　

・　
2

　
・

　
3　

・
　
4

1
　
・　

2

08
1　

・　
2

　
・

　
3　

・
　
4

1
　
・　

2

09
1　

・　
2

　
・

　
3　

・
　
4

1
　
・　

2

10
1　

・　
2

　
・

　
3　

・
　
4

1
　
・　

2

11
1　

・　
2

　
・

　
3　

・
　
4

1
　
・　

2

12
1　

・　
2

　
・

　
3　

・
　
4

1
　
・　

2

13
1　

・　
2

　
・

　
3　

・
　
4

1
　
・　

2

14
1　

・　
2

　
・

　
3　

・
　
4

1
　
・　

2

15
1　

・　
2

　
・

　
3　

・
　
4

1
　
・　

2

18
1　

・　
2

　
・

　
3　

・
　
4

1
　
・　

2

小
　

計

16
1　

・　
2

　
・

　
3　

・
　
4

1
　
・　

2

17
1　

・　
2

　
・

　
3　

・
　
4

1
　
・　

2

１

２

３

４

５

６

７

～
に

つ
い

て
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

１
７

〔
資

産
の

種
類

〕

以
下

の
数

字
で

記
入

し
て

く
だ

さ
い

１
＝

構
築

物

２
＝

機
械

及
び

装
置

３
＝

船
舶

４
＝

航
空

機

５
＝

車
両

及
び

運
搬

具

６
＝

工
具

、
器

具
及

び
備

品

〔
取

得
年

月
〕

３
＝

昭
和

４
＝

平
成

５
＝

令
和

（
例

）
平

成
2
6
年

9
月

の
場

合
は

「
4
2
6
0
9
」

と
な

り
ま

す
。

〔
減

少
の

事
由

及
び

区
分

〕

減
少

し
た

事
由

と
そ

の
区

分
に

つ
い

て
該

当
す

る
も

の
を

そ
れ

ぞ
れ

○
で

囲
ん

で
下

さ
い

〔
摘

要
〕

摘
要

に
は

下
記

の
よ

う
な

事
由

を
記

載
し

て
下

さ
い

。

⚫
減

少
事

由
が

１
の

と
き

は
、

売
却

先
の

名
称

な
ど

を
ご

記
入

く
だ

さ
い

⚫
減

少
事

由
が

２
の

と
き

は
、

滅
失

の
理

由
を

ご
記

入
く

だ
さ

い

⚫
減

少
事

由
が

３
の

と
き

は
、

受
け

入
れ

先
の

所
在

地
・

名
称

な
ど

を
ご

記
入

く

だ
さ

い

⚫
減

少
事

由
が

４
の

と
き

は
、

減
少

事
由

を
詳

し
く

ご
記

入
く

だ
さ

い
。

⚫
減

少
の

区
分

が
２

（
一

部
の

減
少

）
の

場
合

は
次

の
よ

う
に

ご
記

入
く

だ
さ

い
。

（
例

）
当

初
取

得
価

額
8

9
2

,5
0

0
円

（
数

量
５

）
の

う
ち

5
3

5
,5

0
0

円

（
数

量
３

）
分

減
少

⚫
そ

の
他

必
要

な
こ

と
が

あ
れ

ば
ご

記
入

く
だ

さ
い

。
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11. リース資産調書記入例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リ
ー
ス
期
間

会
社
名

住
　
所

終
了
後

コ
ピ

ー
機

萩
リ

ー
ス

（
株

）
萩

市
三

見
R

2
.5

～
R

7
.4

  
6
0
ヶ

月
3
2
,5

5
0円

買
取
・
再
リ
ー
ス
・
返
却

フ
ァ

ッ
ク

ス
  

  
〃

  
 〃

R
2
.1

1
～

R
7
.1

0
 6

0
ヶ

月
年

額
 1

5
,0

0
0円

買
取
・
再
リ
ー
ス
・
返
却

冷
蔵

シ
ョ

ー
ケ

ー
ス

  
  
〃

  
 〃

R
6
.5

～
R

8
.4

  
2
4
ヶ

月
2
8
,1

2
5円

買
取
・
再
リ
ー
ス
・
返
却

買
取
・
再
リ
ー
ス
・
返
却

買
取
・
再
リ
ー
ス
・
返
却

買
取
・
再
リ
ー
ス
・
返
却

買
取
・
再
リ
ー
ス
・
返
却

買
取
・
再
リ
ー
ス
・
返
却

買
取
・
再
リ
ー
ス
・
返
却

買
取
・
再
リ
ー
ス
・
返
却

買
取
・
再
リ
ー
ス
・
返
却

買
取
・
再
リ
ー
ス
・
返
却

※
１

．
リ

ー
ス

期
間

の
経

過
後

に
当

該
リ

ー
ス

物
件

を
無

償
で

賃
借

人
に

譲
渡

す
る

こ
と

又
は

無
償

と
変

わ
ら

な
い

名
目

的
な

再
リ

ー
ス

料
に

よ
っ

て
再

リ
ー

ス
す

る
こ

と
が

リ
ー

ス
契

約
に

定
め

ら
れ

て
い

る
リ

ー
ス

取
引

（
契

約

書
上

明
示

さ
れ

て
い

な
い

リ
ー

ス
取

引
で

あ
っ

て
も

、
当

事
者

間
に

お
い

て
予

定
さ

れ
て

い
る

場
合

は
含

み
ま

す
。

）
に

つ
い

て
は

、
所

有
権

留
保

付
割

賦
販

売
と

み
な

さ
れ

ま
す

の
で

、
賃

借
人

は
新

た
な

資
産

の
取

得
と

し
て

、

増
加

資
産

に
計

上
し

て
く
だ

さ
い

。

※
２

．
リ

ー
ス

契
約

先
の

欄
に

記
載

し
て

い
た

だ
く
の

は
、

メ
ー

カ
ー

（
リ

ー
ス

物
件

納
入

業
者

）
で

は
な

く
、

リ
ー

ス
会

社
（
賃

貸
人

）
で

す
の

で
、

お
間

違
え

の
な

い
よ

う
ご

注
意

く
だ

さ
い

。

リ
ー

ス
資

産
調

書
氏

　
名

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

萩
野

食
品

株
式

会
社

（
法

人
名

）

所
有

者
コ

ー
ド

リ
ー
ス
資
産
名

リ
ー
ス
契
約
先

リ
ー
ス
期
間

リ
ー
ス
料
（
月
額
）

記
載

例

１
２

３
４

５

リ
ー

ス
し

て
い

る
資

産
が

あ
る

場
合

に
は

～
に

つ
い

て
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

１
５

⚫
リ

ー
ス

資
産

は
、

貸
主

の
償

却
資

産
と

な
り

ま
す

。

⚫
リ

ー
ス

資
産

で
あ

っ
て

も
リ

ー
ス

期
間

終
了

後
に

無
償

譲
渡

さ
れ

る
場

合
な

ど
は

、
割

賦
販

売
と

し
て

取
り

扱
わ

れ
る

た
め

、
借

主
の

償
却

資
産

と
な

り
ま

す
。

「
種

類
別

明
細

書
（

増
加

資
産

・
全

資
産

用
）

」
に

記
載

し
て

下
さ

い
。

【
注

意
】
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12. 申告をしなかった場合・虚偽の申告をした場合 

 正当な理由がなく申告しなかったときは 10 万円以下の過料に処せられることがあります。また、虚偽の

申告をしたときは、1 年以下の懲役または 20 万円以下の罰金に処せられることがあります。 

13. 実地調査のお願い 

 萩市では、申告の内容が適正であるかを確認するために、地方税法第 353 条及び第 408 条に基づいて、

実地調査や帳簿確認調査を順次進めています。所有されている償却資産について、職員が事業所などにお

伺いしたり、電話や文書にて帳簿（固定資産台帳や減価償却費明細書、賃借対照表など）のご提出をお願

いすることがありますので、ご協力をよろしくお願いいたします。 

 また、その際に未申告や申告の誤りがあった場合には修正申告をお願いすることがあります。その場

合、償却資産の取得年月に応じて、過年度に遡って課税させていただくこともありますので（現年度含め

最大５年分）ご了承ください。 

14. 電子申告について 

インターネットを使って、自宅やオフィスから簡単に申告のお手続きをして

いただけます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご利用開始・利用方法・操作方法などについては、ホームページをご覧いただくか、 

eLTAX ヘルプデスクまでお電話ください。 

◼ ホームページ： http://www.eltax.jp/ 

◼ 電 話： 0570－081459(ハイシンコク) 

            8 時 30 分～24 時 

（土・日・祝日、年末年始 12/29～1/3 は除く） 

 〒758-8555 

山口県萩市大字江向５１０ 

萩市役所課税課固定資産税係  

償却資産担当 行 

 

提出前に次の確認をお願いします 

□ 連絡先（電話番号）は記入されていますか？ 

□ 資産の所在地は記入されていますか？ 

□ 事業用の家屋が、自己所有か借家か記入されていますか？ 

□ マイナンバーか法人番号は記入されていますか？ 

※ 非課税、特例の対象資産をお持ちの方は、届出書を添付し 

てください。 

※ 郵送される方で、申告書の控え（受付印を押したもの）が

必要な場合は、切手を貼った返信用封筒を同封ください。 

 

申告書を郵送する際に、 

宛名ラベルとしてご利用ください。 

http://www.eltax.jp/

